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　皆様には、ご健勝にて佳き初春を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中、わが国は政局の停滞、長期
にわたる不況や困難な雇用環境、対
外的には外交や安全保障などに多く
の課題を残しての越年となりました。
　このような社会状況の中で新しい
年を迎え、教育機関、特に高い公共性
を持つ学校法人は、教育研究の質保
証のために教員の教育の向上を目指
すFD活動、また、自己点検・評価な
どを一層推し進め、さらに、教育研究
内容、財務・経営情報等について、社
会一般に対しての説明責任を果たす
ことが強く求められてきました。
　さて、昨年4月、本学園では先年設
置した大学音楽学部ヴィルトゥオー

ソ学科一期生が卒業するにあたり、
一層高度な学修を深めることを目的
に、大学院修士課程に「ヴィルトゥ
オーソコース」を開設しました。幸
い、現在9名の優れた学生が熱心に勉
学に励んでおります。
　さらに、本年4月には、すでに社会
人として生活する者から将来音楽と
の何らかの関わりを希望する若い人
たちまで、幅広い年齢層の方々の多
様なニーズに応えるために、学校教
育法に依る「大学別科」を開設いた
します。
　本学園では創立以来常に変わらず、
音楽の専門教育機関として舞台や劇
場で活躍する優れた音楽家の育成を
図る一方、わが国の音楽文化の社会

的基盤強化に寄与することを教育理
念として活動してまいりました。
　冒頭に述べましたように、本年わ
が国社会、その中にある教育機関
は、厳しい環境の中で名実ともに大
きな転換期を迎えることと思いま
す。私たち学園の役員、教職員一同
新しい年を迎えるにあたり、社会の
要請と学園の教育理念に従い、教育
研究内容の質の向上と地域社会への
貢献に一層の努力を傾注する所存で
あります。
　皆様の変わらぬご支援、ご鞭撻を
お願い申し上げます。

▲ 武蔵野音楽大学管弦楽団合唱団演奏会  ブラームス「ドイツ・レクイエム」（2010年12月6日／東京芸術劇場  大ホール）
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　2011年の巻頭を飾るのは、文化庁

長官を始め、教育や文化に関わるさ

まざまな要職を歴任されてきた川村

恒明先生。クラシック音楽のみなら

ず海外の文化事情に造詣の深い先生

ならではの視点から、イタリアのオ

ペラを例に芸術文化の振興における

支援の在り方について興味深い一文

を寄せてくださいました。音楽を学

ぶ我々も、励ましをいただくのみなら

ず、芸術を後世に伝えるための手立

てに思いを巡らせてみたいものです。

イタリア各地の音楽祭

　昨年秋、北イタリアのパルマを中
心に開催されているヴェルディ・フェ
スティバルを訪れる機会を得ました。
10月中旬とはいえ、はや秋色も濃く、
街路に落ち葉の舞う毎日でしたが、
古い街並みにはフェスティバルのポ
スターが溢れ、ショウウインドウに
は記念グッズはもとよりこれまでの
上演時に使用された主役の衣裳など
が数多く展示され、行き交う各国か
らの観光客とあいまって、非日常的
な祝祭の雰囲気に満ちていました。
　ジョセッペ・ヴェルディは1813年、
この近郊のロンコレ村に生まれまし
た。ワグナーと奇しくも同年に生ま
れた彼が不世出の大作曲家として

「ナブッコ」、「椿姫」など数々の名作
オペラを送り出し、イタリア統一に

も大きな精神的影響を与えたとされ
ていることはご承知のとおりです。
このフェスティバルはいうまでもな
く彼を記念し、彼の名作オペラの上
演を中心に毎年10月に開催されてい
ます。この年はパルマのレッジョ劇
場で「シチリアの夕べの祈り」、「イ
ル・トロバトーレ」、彼の生地のごく
近くのブッセートのヴェルディ劇場
で「アッテラ」の3作が計19公演、上
演されました。いずれも屈指のソリ
ストを揃え、コーラス、オーケストラ
とも極めてレベルの高い熱演でした。
　イタリアでは、このフェスティバ
ル以外にも、趣向は多少違ってもこ
のような音楽祭が毎年各地で開催さ
れています。アドリア海沿岸のペー
ザロでの巨匠アルベルト・ゼッタ率い
るロッシーニ音楽祭、イオニア海側
のヴィアレッジョでのプッチーニ音
楽祭などがその例ですが、いずれも
その舞台はパルマ同様の地方都市で、
しかも高い評価を受けています。

芸術文化と事業仕分け

　もちろんイタリアとわが国では、
社会におけるオペラの位置づけを含
め、歴史的・社会的事情があまりにも
異なりますから、両者の事情を一概
に比較することはほとんど意味のな
いことと思いますが、それにしても
こうした折の熱気を見聞するにつけ、川村恒明  Tsuneaki Kawamura

京都府生まれ。東北大学法学部卒業。文
部省学術国際局長、文化庁長官、国立科
学博物館館長、日本育英会理事長、神奈
川県立外語短期大学学長、（財）神奈川芸
術文化財団理事長、（財）文化財建造物保
存技術協会会長等を経て、現在（公財）神
奈川芸術文化財団顧問、日本音楽芸術マ
ネジメント学会理事長、（財）日本ナショ
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▲ 武蔵野音楽大学オペラ公演「コジ・ファン・トゥッテ」
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一昨年秋に行われた「事業仕分け」に
おける一連の議論をご紹介しつつ、
改めてわが国の状況についていくつ
か考えてみたいと思います。そのひ
とつは、特に地方都市におけるこう
した芸術活動に関する国と地方の関
わり合いの仕方であり、もうひとつ
はそのことに関連してそうした場合
の経費負担の問題です。
　「事業仕分け」はこの年（’09年）「変
化」を旗印に久しぶりに本格的政権
交代を果たした現政権が、発足早々
の目玉事業として打ち出した国の行
政全般にわたる大掛かりな見直し作
業であることはすでにご承知のとお
りです。国が行う芸術文化振興事
業についても、いろいろな角度から
見直しが行われました。席上、仕分
けられる側の文化庁が、わが国の実
情として「特に芸術文化については
大都市部、特に東京圏とそれ以外の
地方との間に非常に大きな格差があ
る」、「一極集中になっている」以上、
その是正のために国が積極的な施策
を講じることは必要として、これま
で国が進めてきた地方の主要な公共
ホール等が行うオペラ公演などの地
域文化振興事業補助の継続を求めま
した。最近では地方分権、地域主権
ということが強く主張されるように
なっていますが、歴史的経緯からもや
はり国が何事によらず大きな役割を
果たしているのがわが国の現実です。
　これに対し、仕分け人からは激し
い異論が続出しました。「（オペラな
どの優れた公演は）一点突破型の首都
圏で展開され、地方はそんなことで
はなくて、長い歴史と伝統の中から

培われてきたものをいかにそれぞれ
の地方固有のものに育てていくのか」
ということであり、「オペラの内容を、
中央と違う工夫をしたところを応援
することによって、それで（芸術文化
の）地域間格差が解消されるのか」な
どの疑問が出されました。さらにそ
れらのホールは「地方自治体が自分
で作ったもの。そうであれば地方自
治体に任せればいい」、「地方が自ら
のリスクを負って作ったものについ
て、それを（国が）支援するという形
ではなくて、とことん自らの知恵と
努力で何ができるか、突き詰めて考
えることを（地方に）今やらせること
が一番大事」というわけで、結局こう
した国の補助事業（地域文化振興事
業）については、「予算の大幅な縮減」
ということに仕分けられてしまいま
した。

公的支援の主体は？

　次にこうした事業の経費は誰が負
担するのかということです。さきほ
どのパルマの街は、古代ローマのエ
ミリア街道以来の歴史ある街ですが、
現在は人口20万人足らずの小都市に
過ぎません（パルマ県として40万人

余、その属するレッジョ・エミーリア
州全体で450万人）。たまたま私が暮
らす藤沢市は人口40万（その属する
神奈川県が900万）、パルマからミラ
ノまで急行で1時間半、藤沢から東京
都心まで1時間と同じような地方都
市です。
　パルマの音楽祭が街の年1回の最
大の祝祭、町おこしの大事業である
ことは良く分かりますが、それにし
てもこの小都市がこれだけレベルの
高いオペラをなぜ毎年数多く上演す
ることができるのでしょうか。それ
らのチケット代は高い席で80ユーロ

（約1万円）、安い席では30ユーロ（約
4千円）位、しかもいずれも席数は極
めて限られた小さな劇場で、ヴェル
ディ劇場に至っては300席しかあり
ません。1公演当たりの上演日数がい
かに多くても、これでは入場料収入
でその直接の制作経費も補うには足
りないでしょう。さらに、使われて
いるのは（今年は使われなかったレッ
ジョ・エミーリアの市立劇場を含め）
いずれも19世紀の前半から後期に建
設された古い劇場ですから、これら
の劇場を快適な上演空間として長年
にわたって維持していく経費はさら
に厖大です。
　さきほどの事業仕分けでは、文化
庁が「芸術文化、特に舞台芸術につい
ては、公演準備に多くのコスト等を
要する。しかし1回の上演に収容可
能な観客数等に限界があるといった
ようなことで、構造的に収支のバラ
ンスがとりにくい。また、直接・間接
に様々な社会全体への便益をもたら
すことで、公的支援が不可欠である」
と力説していたとおりで、上質な公
演となればなるほど入場料収入以外
のいろいろな形での支援、特にどの
ような形であれ公的な支援が必要で
あることは、洋の東西を問いません。
　パルマの場合も、そうした歴史的
な劇場の日常的な維持管理はもとよ

▲ 管楽器専修の授業風景

▲ レッスン風景（エレーナ・アシュケナージ教授）
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り、さらにフェスティバルの運営全
般について、入場料収入と地元企業
や市民の支援に加えていろいろな形
での公的支援が大きな役割を果たし
ていることは間違いありません。ま
た、わが国と異なりイタリアは歴史
的に各地域の個性を競う地域主義が
濃厚で、そのことが国と地域（州や
県）との役割や財源の負担にも反映
されているため、こうした場合に公
的支援の主体として国ではなく州や
県などの自治体が登場してくること
になり、またそのために地域ごとの
特色ある事業展開がいっそう可能と
なっています。オペラの本場、ヴェ
ルディの出生地という自負と最大の
町おこし事業ということで、州や県
などの自治体の力の入れようも想像
できます。

民間からの寄付

　事業仕分けでは、この公的支援の
在り方についても、「全体として（民
間からの）寄付をもっと増やしてい
くというような方向も含めて、国費

（公費）をまったく入れないでも何と
かする方法はないだろうか」などの
議論を経て、最終的には「いかに芸
術文化といえども数百億の国費を投
入する以上、いつの時点で投入額を
ゼロにできるのか見通しを示せなけ

れば厳しい評価をせざるを得ない」、
「国が補助するというのは知識不足、
そもそも文化振興は国の責務か、民
間中心で行うか、議論が必要」、「寄
付を増やすような政策体系を考える
べき」といった厳しいコメントが示
されました。
　民間からの寄付の問題では、文化
庁は「（公的負担を）寄付あるいは税
金のどちらで賄うのかというのは
国によってかなり違っており、ヨー
ロッパでは、（税金による）公的な支
援が多い、アメリカは寄付金が多い、
日本については公的な支援、寄付い
ずれも各国のなかで少ない」とし、

「寄付については文化の問題はある
と思うが、（それを増やすための）税
制上の優遇措置の拡大を図りたい」
と説明していました。
　民間からの寄付を増やす（そのた
めに税制上の優遇措置を行う）と一
言でいうことは簡単ですが、わが国
の現状は、基本的には政府（国や自治
体）ができるだけ多くを税金として
集めたうえで、それをもとに政府が
積極的に社会保障や文化振興といっ
た社会政策を展開することを通じ
て、国民（民間）にできるだけ平等、
公平に再配分するといういわば「大
きな政府」という仕組みを基礎とし
ています。これに対し、寄付金を大
幅に増やすということは、こうした
仕組みを大幅に改め、政府の出番、
事業はできるだけ少なくし、そのか
わり税金という政府を経由する形で
はなく、そうした公共的な事業につ
いても国民（民間）から国民（民間）へ
の直接の資金配分を奨励する、また、
そのために民間の間の自由な資金獲
得競争をできるだけ認めるという形

（「小さな政府」）に転換していくとい
う、政府の在り方の基本にも関わる
ことです。さきほどの国と地方との
関係の問題よりもなお大きな課題と
いえるでしょう。

▲ 可児亜理（ピアノ）

▲ 三ッ石潤司（ピアノ）、谷 友博（バリトン）

▲ 左から、荒巻友利恵（オーボエ）、岡崎耕治（ファ
ゴット）、ジョン・ダムガード（ピアノ）、丸山 勉（ホ
ルン）、十亀正司（クラリネット）

▲ クルト・グントナー（ヴァイオリン）
　 藤原由紀乃（ピアノ）

ベートーヴェンホール落成50周年記念

ベートーヴェンの夕べ
2010年10月15日（金） 
ベートーヴェンホール

▲ レッスン風景（青山聖樹准教授）
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　ピアニストは舞台に出て、喝采の中、
ピアノの前に座る。聴衆は静まる。が、
彼は心の中で、ゆっくりと数を数え始
めた。1…2……やがて、なぜ演奏が始
まらないのか、いぶかしく感じた人々
が遠慮がちにささやき始め、ほどなく
客席全体がざわついてくる。しかし彼
は、さらに数え続ける。15…16…す
ると今度はざわめきが次第に弱まり、
29…30…静けさが訪れた。そして、
ついに彼は予定の曲目を開始した。リ
スト作曲　ピアノ・ソナタ　ロ短調。
水を打ったような静寂の中に響くピア
ニッシモのG音…これは、当時50代
であったスヴャトスラフ・リヒテルの、
モスクワにおけるリサイタルでの実話
である。

　彼にとって、リストのソナタは若い
頃からのレパートリーであった。そも
そも彼が22歳でネイガウスに弟子入
りした時、最初に弾いたのもこの曲で
あり、それを聴いたネイガウスは一瞬
にして若者の才能を見抜き、世紀の巨
匠であることを明言したのである。
　ところが当のリヒテルは、この曲に
関して、その後も長年、自らの演奏に
満足できず、演奏法のみならず、それ
をリサイタルの最初に弾くか最後に弾
くか、どのような作品と組み合わせる
かなど、聴衆に曲の意味をしっかりと
伝えるための試行錯誤を続けていた。
冒頭に述べた珍奇なハプニングも、彼
のそうした「実験」の一つであり、結果
としてこの試みは大成功、演奏者本人

もこの日の演奏に満足したのである。
「聴衆は、いつでも一人ひとり、個別の
事情や思いを抱えて演奏会場にやって
来る。しかし自分がステージで30数
える間に、それらの人々が一つにまと
まり、演奏の成功を招いた」というの
がリヒテル本人の見解であった。
　リヒテルについては本誌でも何度か
述べたが、彼との親交は、私と我が妻
ジュリアにとって、何にも代えがたい
幸運であった。その圧倒的な演奏と、
一言一句、一挙一動の記憶は年月を経
て今なお鮮明である。

（訳：重松万里子）

コンスタンティン・ガネフ
（本学客員教授）

ピアノの前で30数える巨匠

芸術文化の
さらなる発展を

　このほかにも、例えばわが国の誇
るべき総合舞台芸術である歌舞伎と
地域社会との関わりのことも気にな
るところです。ご承知のとおり、歌
舞伎もオペラ同様17世紀に誕生し、
社会にひろく愛されました。わが国
でもイタリアのオペラと同様、歌舞
伎を町おこしの柱に据え、大々的に
祝祭として盛り上げることは、香川
県琴平町の「四国こんぴら歌舞伎大
芝居」のような例もないわけではあ
りませんが、やはり規模も小さく、限
られたケースでしかありません。さ

きほどご紹介した事業仕分けでもそ
うしたことを念頭に置いたと思われ
る発言があったことは注目すべきで
すが、いわゆる普遍芸術としてのオ
ペラと固有の伝統芸能としての歌舞
伎という位置づけを含め、このあた
りも考え始めればいろいろのことが
あり、それは別の機会に譲りたいと
思います。
　ともあれ、以上に述べてきたこと
について、皆様はどのようにお考え
でしょうか。そこにはもちろんいわ
ゆる「正解」というものはありませ
ん。歴史的事情を背景に、「国」の在
り方や地域における人々の営みの現
実に関わる多様な選択肢の問題と捉
えるべきかもしれません。むしろわ
が国の場合は、それ以前に、事業仕分
けでやや長々しくご紹介したように、
社会的には芸術や文化の振興そのも
のについて、どこか冷ややかで厳し
い意見が特に最近目立つようになっ
てきていることが問題でしょう。
　しかし、オペラや歌舞伎を含む芸
術文化こそは、われわれの生存に不

可欠のものであり、人々に生きる喜
びと感動、真の豊かさや安らぎをも
たらす最大の社会資産、公共資産で
あることには変わりありません。急
激に変動しつつある21世紀社会のな
かで、こうした厳しい社会状況を受
けとめながら、それらがさらに確実
に発展し、次代に受け継がれていく
ための公共的方途を常に模索してい
く必要があります。なお、最後に付
け加えれば、先ほどの事業仕分けで
大幅縮小とされた国の事業は、その
後のさまざまの議論、関係者の努力
により、形を変えつつ今後も着実に
継続が図られようとしています。

▲ 武蔵野音楽大学江古田キャンパス

▲ 入間キャンパス
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　コンサート、オペラなどの音楽

芸術活動を支えるのに必要なプロ

デュース能力、マネジメント能力を

磨くことを目標に 2007 年に設置さ

れた「音楽環境運営学科」。4 年目を

迎えて全学年が揃うとともに、今春、

初の卒業生を送り出すこととなりま

した。音楽環境運営学科ならではの

カリキュラムや実習等について、同

学科の 1 年生から 4 年生までの 4 名

に集まってもらい、中川俊宏教授の

司会のもとお話を伺いました。

（2010 年 11 月収録、文責編集部）

学科設置の目的

中川　武蔵野音楽大学は、これまで
に多くの演奏家、作曲家、教員、音楽
研究者を育ててきました。しかしな
がら、音楽文化の発展のためにはそ

れだけでは足りない、マネジメント
を行う人材も音楽が発展して人々の
生活の中に広がっていく上では必要
ではないかということで、この音楽
環境運営学科が生まれました。世の
中の流れとしても、国の文化政策な
どでも、マネジメント人材を育成す
ることの必要性が指摘されています。
そうした背景のもと、将来の日本の
音楽文化を発展させていく、リード
していく人になってもらいたいとい
うことで、皆さんには日々勉強して
もらっています。

特色ある多彩な授業

中川　武蔵野の中でも本学科の授業
内容は少し特殊です。これまで受け
た授業の中で、好きなもの、印象に
残っているものを聞かせてください。
比留間　私は、「舞台技術概論」です。
オーチャードホールの照明の実習や
本学バッハザールでの実習が、今後
に役立つような授業でした。発表会
などで舞台に立つことは多いのです
が、裏の仕事はなかなか見られない
ので、とても貴重な経験でした。
坂野　私が好きなのは、「劇場音響概
論」です。前期では新国立劇場で実
際のオペラのゲネプロを見せていた
だいたり、本物の機材を使って指導
していただいたりしてとても勉強に
なりました。また、「広報・資料製作」
という授業では、プログラムやチラシ
を制作する上でのテーマやコンセプ

トが求められ、見てくださる方々に
どういうことを伝えたいのかという
ことを考える良い経験になりました。
芦川　「音楽芸術運営実習Ⅰ」です。
学内のホールだけでなく、東京オペ
ラシティなど外へ出て実際に仕事を
行うという授業です。今までの机上
の勉強というスタンスから、実習は
外に出ていくというイメージで、職
業に直接結びついているという実感
があります。「アートマネジメント論」
では、アートマネジメントの核心を
突いた勉強をさせていただいていま
す。美術、音楽にとどまらず、あらゆ

比留間美来 Miku Hiruma

東京都出身。日本橋女学館高等学校卒業。
現在、武蔵野音楽大学音楽学部音楽環境
運営学科1年在学中。

中川俊宏教授 Toshihiro Nakagawa

文化庁芸術文化調査官、国立文楽劇場企
画制作課長等を経て、現在、武蔵野音楽
大学音楽環境運営学科教授。音楽環境運
営研究、劇場運営論、他担当。
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る芸術をいろいろな方向からどう盛
り上げていくかというお話は、とて
も興味深いですね。
青木　私も 3 年生のときに受講し
た、「アートマネジメント論」が印象
に残っています。授業の一環で劇団

四季やサントリーホール、森美術館
などで働いている方々の生の声を聞
くことができ、とても勉強になりま
した。今年受講している「演劇論・演
出論」は、題材を声に出して読むこと
が中心の授業です。最初は小学校の
音読のように感じましたが、声に出
すことはコミュニケーションの基礎。
どう読んだら相手に伝わるか、言葉
ひとつでもそれを考え演出して表現
することが大切だということを教わ
りました。

現場でのさまざまな体験

中川　本学科の授業は、現場での経
験が積めるようなカリキュラムを多
く設けています。どのような体験や
実習をしましたか。
青木　「音楽芸術運営実習Ⅱ」で、音
楽のマネジメント事務所で2週間実
習してきました。チケット購入の
電話を受けたり、ひたすらチラシを
折ったり、パンフレットを売ったり、
ホールで案内をしたりしました。社
会へ出て初めて身に付くこと、学ぶ
ことが多いことを実感し、とてもい
い経験になりました。つい先日は、
学芸員課程で江古田キャンパスの楽
器博物館に2週間ほど実習に行って
きました。
　この学科の特徴は、生のものを見
る機会、外に行く機会が多いという

こと。オペラのゲネプロを見せてい
ただいたり、普段は見られないコン
サートのリハーサルの入りから終演
までの流れを、身をもって肌で感じ
て勉強することができるのが一番の
魅力だと思います。
芦川　授業としてではなかったので
すが、先生の紹介で劇団「スタジオラ
イフ」の公演を見に行ったのをきっ
かけに、そのお手伝いをさせていた
だきました。現場の空気を吸って、
いろいろな仕事を任されるというの
は初めてのことで、運営する側を経
験できただけでなく、実際にそこで
演じていたり、演奏していたりする
人の声を聞けてためになりました。
坂野　2年生は、大学の中のコンサー
トのお手伝いなど学内での活動が多
いのですが、今年の入間ミューズフェ
スティヴァル（学園祭）で初めて展示
参加しました。この学科がどういう
勉強をしているのか、どういう学生
たちが学んでいるのか、ということ
を発表するいい機会だと思い参加さ
せていただきました。学科紹介の映
像やパソコンでの作品の発表、絵本
の制作など、幅広い分野での展示を
し、企画として1つのことをやり遂げ
たという達成感は何物にも替えられ
ません。
比留間　1年生はまだ本格的な実習と
いうのはなく、外に出ての初めての
実習は見学実習でした。新潟市民芸
術文化会館（りゅーとぴあ）、軽井沢
のメルシャン美術館、草津音楽の森
国際コンサートホールなどを見学さ
せていただいたのですが、観客とし
ては入れないような所まで案内して
いただき、興味深く学ぶことができ
ました。

仲間たちと
刺激し合う日々

中川　最後に、音楽環境運営学科の

芦川祐美子 Yumiko Ashikawa

東京都出身。武蔵野音楽大学附属高等学
校卒業。現在、武蔵野音楽大学音楽学部
音楽環境運営学科3年在学中。

坂野 遥 Haruka Banno

東京都出身。広尾学園高等学校卒業。現
在、武蔵野音楽大学音楽学部音楽環境運
営学科2年在学中。

▲ コンピュータ音楽の基礎も学ぶ
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雰囲気、あるいは音楽環境運営学科
そのものについてどんな感想を持っ
ているのかを話してください。
比留間　1年生は新聞の切り抜きを
作って回覧するような共同作業をし
ていることもあり、皆で行動するこ
とが多いですね。一緒に研究室へ行
く機会も多く、研究室へ行ったら先
輩方が明るく迎えてくださって、そ
こでも楽しく過ごしています。

坂野　2年生になって授業数も増え、
より専門的なことを学ぶ機会も増え
ていますが、授業でわからないこと
があったりしても、先輩から気軽に
話を聞くことができます。先輩たち
を身近に感じることで刺激になる部
分もたくさんあります。信頼できる
先輩、仲間たちに恵まれて、とても充

実した大学生活です。
芦川　3年生は5人という少数で授業
を行っていますが、少人数だからこ
そのメリットがあると思います。仲
間同士がすごく近いし、先生とのコ
ミュニケーションも密で、それが音
楽環境運営学科の強みになっている
のではないでしょうか。3年生の仲間
たちはみんな個性が強く、それぞれ
が興味のある分野を持っていて、お
互いに刺激し合いながら成長してい
ると感じています。
青木　1年生のときに、他の学科の人
に「音楽環境運営学科って何をして
いるの？」と聞かれて、「マネジメン
トを勉強している」と答えたのです
が、言われたほうも具体的に想像で
きないし、私も言いながら明確なイ
メージができていませんでした。で
も、1 、2 、3年生と段階を踏むにつれ、
ジグソーパズルがどんどん完成して
いくように、4年生になって外に出た
とき、現場に出て必要な知識が身に
つくようなカリキュラムだったのだ
なということを感じることができま
した。
中川　大学の中で学べることと、大
学の中では学べないことがあり、そ
の両者をカリキュラムの中で上手く

こなしつつ現場で役に立つ人材を育
てたいというのが我々の願いです。
皆さんには、今後ともそういう気持
ちで頑張ってほしいと思っています。

　世界各国のオーケストラが毎年来日し
て、その様々な響きや演奏スタイルを満喫
できるのはもはや当たり前の感があります
が、その萌芽と言えるものは1950年代
後半に見られます。1956年にウィーン・
フィルが初来日したのに続いて翌1957年
にはベルリン・フィルが、常任指揮者に就任
して3年目のカラヤンの指揮で初来日、翌
1958年にはレニングラード・フィルが初
来日、翌1959年にはチェコ・フィルが初
来日しています。チェコ･フィルの演奏に

「プラハの教会のファサードのように、き
らびやかな飾りのない清潔な音」、ウィー
ン・フィルの演奏に「弦の繊細なヴィブラー
トがこころよい驚愕と戦慄をひきおこす、
ベルリン・フィルとはまた違った固有のカ
ラー」等々、感じ取った印象を克明に伝えよ
うとする批評が見られます。
　海外からオーケストラを招聘するだけで
なく、日本のオーケストラも独自の響きを
育み、自らの作品を発信しようとします。
たとえば、日フィルは結成の翌年の1958
年にドビュッシーのオペラ《ペレアスとメ
リザンド》日本初演のオーケストラを担当
するとともに、日本の作曲家にオーケスト
ラ作品を委嘱する「日フィルシリーズ」を
開始します。日フィルより30年前に発足
したＮ響は、1958年には定期演奏会第

400回を迎えるのを記念して、J.S.バッハ
《ロ短調ミサ曲》、ベートーヴェン《荘厳ミサ
曲》、ブラームス《交響曲第1番》ほかドイツ
3大Bの作品を演奏する一方で、作曲家グ
ループ「三人の会」第3回発表会で、黛敏郎
《涅槃交響曲》を含む新作の初演を行ってい
ます。
　海外オーケストラのそれぞれが持つ響
きに開眼することが、他とは違うレパート
リーを開拓するとともに新たな作品を生み
出すエネルギーを誘発しているのを感じま
す。現在は、50年前よりもはるかに多くの
オーケストラが来日していますが、それぞ
れの個性がどれだけ受けとめられているで
しょうか。

楢崎洋子（本学音楽学教授）

来日オーケストラの個性と
日本のオーケストラ

14

青木紗由莉 Sayuri Aoki

埼玉県出身。埼玉県立伊奈学園総合高等
学校卒業。現在、武蔵野音楽大学音楽学
部音楽環境運営学科4年在学中。

▲ ミキシングルームでの授業風景

▲ 入間キャンパスにて
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　武蔵野で出会った先生方のおかげ

で今の自分がある、そうおっしゃる

可児亜理さん。クララ・シューマン

国際ピアノコンクールのファイナリ

ストとしての実績を持ち、ピアニス

トとして活躍しながら、本学講師と

して後進の指導にも力を注いでおら

れます。2005 年からスタートさせた

ベートーヴェンのピアノソナタ全曲

演奏シリーズの最終回を前にして、

お話を伺いました。（2010 年 10 月イ

ンタビュー、文責編集部）

　邦楽のお琴は 3 歳から、ピアノは 4
歳半から始めた。ずっと並行して続
けたが、中学生の時、これからは西
洋音楽と向き合っていこうと決めた。
　武蔵野音楽大学進学は、当時の先
生の勧め。2 年生
になって東ドイツ
出身のベルゲ先生
につき、次に師事
したのがポーラン
ドのショパン音楽
院から来学されて
い た 女 性 の コ ズ
ベック先生。大学
院まで 3 年間指導
していただいた。
ショパンを中心と
したレパートリー
を作ろうと練習に
励 ん で い た あ る

日、突然、ショパンコンクールに出
場することを勧められ、冗談だと思っ
た。国内のコンクールにさえほとん
ど出たことのない私が、まさか…。
だが先生は本気だった。「あなたは力
もついたし、レパートリーも揃って
いる」と。強引な後押しもあり、出
場を決意。書類審査もすんなり通っ
て、本番の舞台へ。結局、思い切っ
てこのコンクールに参加した経験が、
その後の自分の進路を決定づけた。
　大学院修了後、ロータリー財団の
奨学生としてミュンヘン国立音楽大
学に留学。念願だったオピッツ先生
のもとで学んだ。先生との最初の出
会いも武蔵野で。ベートーヴェンホー
ルで聴いた、ベートーヴェン作品
111 番に鳥肌が立った。
　オピッツ先生は、どんな曲を持っ
て行っても、その場で弾いて示して
くれた。ご自身の演奏経験を通して
のアドバイスがとてもリアルで、何

可児亜理 Ari Kani

東京都出身。神奈川県立鶴嶺高等学校卒
業。武蔵野音楽大学卒業、同大学院修士
課程修了。ロータリー財団国際親善奨学
生としてミュンヘン国立音楽大学に留
学。G.オピッツに師事し、マイスターク
ラスを最優秀の評価を得て卒業。帰国後、
G.ヴァシャヘーリのもとで研鑽を積む。
1994年クララ・シューマン国際ピアノ
コンクール・ファイナリスト。同審査員
のアルゲリッチ、J.カイザーより大絶
賛を受ける。’05年から’10年にかけ調
性をテーマにベートーヴェン・ピアノソ
ナタ全曲演奏を行い、各方面から高い評
価を得る。海外にも放送録音、リサイタ
ル、ソリストとして度々招聘される。デ
ビューCD「聖なるピアノ」はレコード
芸術誌の特選盤に選ばれた。
今までに上記の他、手塚敏子、日高正枝、
G.ベルゲ、L.コズベックの各氏に師事。
ロータリー財団学友賞受賞。
現在、武蔵野音楽大学、同附属高等学校、
同附属江古田音楽教室非常勤講師。

▲  クララ・シューマン国際ピアノコンクール表彰式の直後（1994年／青いド
レスが可児さん、前列花束を手にしているのがクララ・シューマンの曾孫）

武蔵野時代、留学生時代
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よりためになった。将来私が独り立
ちできるように、譜面をどのように
読むかということを丁寧に教えてく
ださった。今でも先生とはしばしば
お会いするが、「自分自身でやりなさ
い」と、もうレッスンはしてくれない。

　次の 10 回目となる舞台（’10 年 12
月 2 日）で、「ベートーヴェン・ピア
ノソナタ全曲演奏会」がフィナーレ
を迎える。始めようと思い立ったきっ
かけは、もともと私にとってベートー
ヴェンはいつも身近に感じられる、
大好きな作曲家だったから。全 32 曲
のインデックスを改めて見た時、か
なりの曲を既に弾いたことがあった。
全部を弾いてみたいと単純に思った。
ポジターノでケンプ財団主催の「ベー
トーヴェン講座」に参加したことも

影響した。
　このシリーズのプログラムを決め
るにあたり、作品を時系列で演奏す
るという一般的なスタイルは避けた
かった。独自のテーマとして「調性」
を設定し、C-dur（ハ長調）から始
まって、半音階で上がって行き、最
後 C-moll（ハ短調）で終わるように
全 10 回を組んでみた。
　9 回の演奏会を行い、確実に自分
が変わったと感じる。ベートーヴェ
ンと関わる時間が長くなるにつれ、
曲の解釈、表現の仕方など新たに見
えてくるもの、気づくことが多い。
聴衆の前で弾くことで、育てられて
いることも感じる。あと 1 回。もう
終わってしまうのかという寂しさが
募る。チャンスがあるなら、またい
つか挑戦してみたい。

　武蔵野に来たからこそ、素晴らし
い出会いに恵まれたと思う。その出
会いからまた次のステップへと導か
れ、進むべき道が見えてきた。この
様々な巡り会いの中で、最も印象深
いのか故ヴァシャヘーリ先生との出
会い。ドイツから戻って武蔵野の教
員になった後、教員という立場のま
ま先生に師事することが出来た。
　ある時、個人的にショックな出来
事があり、それを引きずったままレッ
スンに臨んでしまった。最初の 1 音
を聴いただけで、「どうしたんだ、い
つもと違うよ」と指摘された。やむ
なく訳を話すと、「もっと強くなりな
さい。他

ひ と

人に左右されない強さを持
ちなさい」と一言。涙が出た。この
言葉は、折りにつけ思い出される。
　先生は、音楽の本質を通して人間
の生き様を教えてくれた最後の師。
その背中をずっと見てきて、私もあ
のような生き方の出来る人間に近づ
きたいと切に思う。

　武蔵野の良さは人を大事にするこ
と。みな協調性があり、和の精神が
息づいている。学生たちも真面目だ
し、きちんと挨拶が出来、学園が掲
げる「3P主義」が深く根付いている
ことを感じる。そして、卒業してか
ら伸びる学生が多いのも武蔵野の特
長ではないか。学生時代に頑張って
燃え尽きるのではなく、音楽をずっ
と愛し続ける人が多いように思う。
たとえ演奏家にならなくても、自分
自身の心の糧として、音楽を愛する
姿勢は理想的な在り様ではないだろ
うか。
　後輩たちにアドバイスするとした
ら、人前で演奏する機会は出来るだ
け持った方がいい。さらに、自分の
練習だけでなく、人の演奏は CD で
も何でもたくさん聴いた方がいい。
人の演奏を聴くことで、自分が見え
てくる。行き詰まったら、人の演奏
を聴くことできっと何か発見できる
と思う。
　私自身としては、現在の演奏家と
指導者の両輪で進むスタイルを今後
もずっと続けたい。大変なことも多々
あるが、教えることが好きだし、教
えることによって自分も前進してい
けると思うから。もちろん、ピアニ
ストとしてベートーヴェンとは一生
かかわっていきたい。

▲ 恩師オピッツ先生と

▲  ミュンヘン・ガルヒングシンフォニーオーケ
ストラとブラームス「ピアノ協奏曲第2番」を
共演（2008年）

ベートーヴェン
ピアノソナタ全曲演奏

最後の師
ヴァシャヘーリ先生

武蔵野の後輩たちへ
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　昨年11月から12月にかけて、武蔵
野音楽大学の管弦楽団合唱団、ウィン
ドアンサンブル、室内管弦楽団などの
後期定期演奏会が、学内外で開催され
ました。
　11 月 12 日、2 年生メンバーで構成
されたシンフォニックウィンドオー
ケストラ（指揮：前田　淳氏）が、入間
キャンパスバッハザールで演奏会を
開催。続く28日には同じく2年生を
中心とした管弦楽団（入間市市民会
館、指揮：Ｋ.ベルケシュ氏、独奏：大
学4年　二井田ひとみ（trp））が、入間
市立中央公民館主催の市民コンサー
トに出演し、それぞれ練習の成果を、
若さ溢れるサウンドで披露しました。
　12月には本学管弦楽団合唱団演奏
会が、入間キャンパスバッハザール（3
日）、東京芸術劇場大ホール（6日／写
真はP1参照）、習志野文化ホール（7日）

の3会場で開催され、山形交響楽団名
誉指揮者の黒岩英臣氏を指揮者に迎
え、ブラームスの「ドイツ・レクイエ
ム」を演奏しました。独唱は、本学大
学院を修了し藤原歌劇団団員として
活躍している砂川涼子（ソプラノ）、同
じく藤原歌劇団団員でイタリアを拠
点に活躍している堀内康雄（バリト
ン）の両氏が務めました。宗教音楽に
造詣が深い黒岩氏のタクトで、繊細で
柔らかな合唱（合唱指揮：栗山文昭氏）
と重厚な響きのオーケストラが見事
に融和して、人間讃歌とも言われる壮
大で厳粛なこの大曲を見事に表現し、
聴衆の感動を誘いました。
　一方、ウィンドアンサンブル演奏
会は、東京オペラシティコンサート
ホール（12月15日）で開催され、レイ・
E.クレーマー本学名誉教授の指導・指
揮で、Ｋ.ヴァルチック：交響曲第２番

（日本初演）、Ｊ.Ａ.ジルー：ワン・ライ
フ・ビューティフル、戸田 顕：サドゥ
ン・グローリー（いずれも世界初演）
を含むオリジナル作品と、サン＝サー
ンス：交響曲第3番 ≪オルガン≫第2
楽章〔最終部〕など幅広いプログラム
を披露。多彩な音色で表現豊かに武
蔵野サウンドを繰り広げ、満員となっ
た会場を沸かせました。
　室内管弦楽団は、12月17日江古田
キャンパスベートーヴェンホールで
演奏会を開催（指導・指揮：Ｋ.グント
ナー氏）。プログラムは、ヤナーチェ
ク： 弦楽オーケストラのための組曲

（1877）、モーツァルト： オーボエ協奏
曲 ハ長調 K.314（独奏：大学3年  與那
嶺万里）他。息の合ったアンサンブル
で華やかに一連の演奏会シリーズを
締めくくりました。

　急ぎ足で深まった昨秋、武蔵野で
は実り豊かな演奏会が続きました。
　まず、武蔵野音楽大学室内合唱団
演奏会（10月1日 ベートーヴェンホー
ル）が、フランクフルト音楽・演技芸
術大学教授として活躍中のヴィンフ
リート・トル客員教授を指揮者に迎
え、フォーレのレクイエムをヴァイ
オリンとオルガンの伴奏で演奏する
など、澄んだ美しいハーモニーを聴
かせてくれました 1 。

　続く10月15日には、ベートーヴェ
ンホールの落成 50 周年を記念した

“ベートーヴェンの夕べ”が、同ホー
ルで開催されました。可児亜理（pf）
に よ る ソナタ「ワルトシ ュ タイン」、
バリトンの谷 友博と三ッ石潤司のピ
アノで「ゲレルトの詩による 6 つの
歌」、クルト・グントナー（vln）と藤原
由紀乃（pf）によるヴァイオリン・ソナ
タ「春」、そして荒巻友利恵（ob）、十
亀正司（cl）、丸山　勉（hrn）、岡崎耕
治（fg）、ジョン・ダムガード（pf）によ
る五重奏曲 変ホ長調 Op.16が、本学
指導者の諸先生とヴィルトゥオーソ
学科の学生により演奏され、豪華な
演奏者と名曲とが相まって、半世紀
の歴史を持つこのホールに新たな名
演の1ページが加わりました（写真は

P4参照）。
　またエレナ・オブラスツォワ客員教
授によるメゾ・ソプラノ・リサイタル

（10月18日 ベートーヴェンホール、
ピアノ：三ッ石潤司氏）では、前半に
繊細で陰影に富んだフランス歌曲を、
後半に華麗なオペラアリアを見事に
歌い上げ、今年もディーヴァの健在
ぶりを示してくれました 2 。
　さらに、ケルン放送交響楽団首席
奏者、デュッセルドルフ音楽大学教
授として活躍中のミヒャエル・ファウ
スト氏によるフルート・リサイタル
が、練馬区文化芸術振興支援事業と

管弦楽団合唱団＆ウィンドアンサンブル演奏会

秋を彩った公開講座・演奏会シリーズ

1

2

▲   ウィンドアンサンブル演奏会
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　日頃の勉学の成果を発表する絶好
の機会として、学生が自主的に取り
組んだ多彩な演奏を中心に、展示発
表や模擬店など学生手づくりの学園
祭“ミューズフェスティヴァル”が、
今年も入間・江古田の両キャンパスで
開催され、武蔵野の秋を華やかに彩
りました。
　まず、10月23日・24日に入間ミュー
ズフェスティヴァルが、“Resonance
～共鳴～”のテーマのもと行われまし
た。幼稚園、音楽教室、高校、大学と

幅広い年代が集う入間キャンパスで
は、それぞれの立場で創意工夫を凝ら
した企画を展開。バラエティ豊かな
内容に、訪れた人も楽しんでいるよう
でした。
　続く、“Freude！（歓び）”のテーマ
をかかげた江古田キャンパスでのミ
ューズフェスティヴァル（10月29日
～ 31日）。季節はずれの台風の直撃
が心配されましたが、幸運に恵まれ無
事に開催できる運びとなり学生・スタ
ッフ一同も一安心。連日、演奏、展示
公演などの真摯な研究発表から、ユニ
ークで楽しい催しまで、さまざまな企
画が繰り広げられて、キャンパス全体
が音楽と“Freude！”に包まれました。
　また、期間中には北島章（ob）＆千田
悦子（hrp）、木野雅之（vln）＆小池ちと

せ（pf）、さらにエレーナ・アシュケナ
ージ（pf）＆コッホ中村幸子（pf）ら本学
教員・卒業生各氏によるリサイタルが
開催され、豪華メンバーによる素晴ら
しい演奏が、両キャンパスでのミュー
ズフェスティヴァルを一層盛り上げ
ました。
　こうして、今年のミューズフェス
ティヴァルも関わった全ての皆の心
に意義深い想い出を刻み幕を閉じま
した。

して開催され（10月28日 練馬文化セ
ンター小ホール、ピアノ：小池ちとせ
氏）、フランクのソナタなどの名曲を
幅広い音色と表現で聴衆を魅了。ま
たジョン・ダムガード客員教授（pf）に
よるリサイタル 3（11 月 8 日 バッハ
ザール）ではハイドンのソナタ3曲と

ベートーヴェンのソナタ Op.110が、
美しい響きで演奏された他、アルヌ
ルフ・フォン・アルニム客員教授ピア
ノ・リサイタル（11月15日 シューベル
トホール）では、ハイドン、モーツァ
ルト、シューベルトというウィーン
の3大作曲家の作品が深い解釈で披

露され、爽やかな秋の夜に格調高い
音色が響きわたりました。
　このように多彩な秋のコンサート
シリーズ、多くの聴衆に数々の感動
を与えてくれたことでしょう。

華やかにミューズフェスティヴァル開催

レイ・E.クレーマー教授  武蔵野音楽大学就任20周年記念
〜卒業生有志によるウィンドアンサンブル演奏会〜

　本学ウィンドアンサンブルの指導者として大きな業績を残し
たレイ・Ｅ.クレーマー名誉教授が1990年に初来学して以来、
今年で就任20年目を迎えました。それを記念して、去る10月
3日江古田キャンパス ベートーヴェンホールで、クレーマー教
授の薫陶を受けた卒業生有志によるウィンドアンサンブル演奏
会が開催されました。
　これまでクレーマー教授のもとに学んだウィンドアンサン
ブルのメンバーは総勢640名にもおよびますが、この演奏会に
は、武蔵野を卒業後、全国各地でプロの演奏家や教育者、また吹
奏楽指導者などさまざまに活躍している約150名が出演しまし
た。学生時代に演奏した懐かしい曲を、先輩後輩と年代を超え
て合同で演奏。クレーマー教授が深い愛情を持ってメンバーに
送る“Play with heart”の言葉通り、それぞれの熱い想いが込め
られた心温まる豊かなサウンドが響きわたり、埋め尽くされた

客席からは嵐のよう
な拍手喝采が沸き起
こって、出演者、聴衆
ともに大きな感動の
渦に浸りました。
　また、演奏会後に
は懇親パーティーが
開かれ、230名にお
よぶ元メンバーたち
がモーツァルトホー
ルに集まり、クレー
マー教授夫妻を囲んで時の過ぎるのも忘れ大いに盛り上がりま
した。この交流で同窓生同士の絆も深まり、武蔵野の“和”がま
た大きく広がった素晴らしいコンサートとなりました。

3

▲   ウィンドアンサンブル演奏会
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コンクール・オーディション名 部門 詳細 氏名 学年・専攻

第1回　日本ホルンコンクール　 第2位入賞 藤田　麻理絵 平成21年大学卒ホルン専攻

第4回　横浜国際音楽コンクール　　 管楽器部門　大学の部 第3位入賞 米倉　森 大学4年次在学クラリネット専攻

チェコ音楽コンクール2010 声楽部門 第3位入賞 横山　典子 平成19年大学卒声楽専攻

第22回　日本ハープコンクール2010 アドバンス部門 第4位入賞 小島　彬 大学2年次在学ハープ専攻

第19回

全日本ジュニアクラシック

音楽コンクール　全国大会

声楽部門　大学生の部 第3位入賞（1、2位なし） 滝沢　奈津美 大学4年次在学声楽専攻

ピアノ部門　大学生の部

第4位入賞（1位なし） 南　沙紀 大学2年次在学ピアノ専攻

入選 荻野　愛菜 大学2年次在学ピアノ専攻

ピアノ部門　キッズの部 審査員賞受賞 今成　彩乃 附属多摩音楽教室在室　聖セシリア幼稚園在園

第二回　日本歌曲コンクール

第3位入賞（1、2位なし）、

家永勝特別賞受賞

間山　るみ子 本特修科在籍

第15回　JILA音楽コンクール

マリンバ部門 第3位入賞 磯田　日向子 大学4年次在学マリンバ専攻

室内楽部門 入選

長谷部　玲奈 大学3年次在学クラリネット専攻

松永　唯 大学3年次在学クラリネット専攻　本高校卒

第11回　日本アンサンブルコンクール　 室内楽部門　

優秀演奏者賞

アルソ出版社賞受賞

西村　葵 大学3年次在学フルート専攻

渋谷　亜矢子 大学3年次在学オーボエ専攻

三井　崇裕 大学3年次在学クラリネット専攻

望月　愛見 大学3年次在学ホルン専攻

蓜島　亮 大学3年次在学ファゴット専攻

第9回　ブルクハルト国際音楽コンクール ピアノ部門 奨励賞受賞 宮﨑　梨咲 大学4年次在学ピアノ専攻　本高校卒

山手の丘音楽コンクール

声楽ソロ部門　大学生・一般部門 奨励賞受賞 宇佐美　悠里 平成21年大学卒声楽専攻　本大学院修士課程2年次在学

ピアノソロ部門　大学生・一般部門 入選 宮﨑　梨咲 大学4年次在学ピアノ専攻　本高校卒

第16回　国際ピアノデュオコンクール 演奏部門 入選

古賀　夏美 平成2年大学卒ピアノ専攻

新井　庸子 平成3年大学卒ピアノ専攻　本高校卒

第2回　東京国際声楽コンクール　 大学生部門　 入選 川口　真貴子 大学2年次在学声楽専攻

第11回　大阪国際音楽コンクール

声楽部門　Age-U 入選 谷口　万穂子 大学3年次在学声楽専攻

弦楽器部門　Age-U　 入選 溝邉　奈菜 大学3年次在学ヴァイオリン専攻

第9回　TIAA全日本作曲家コンクール 室内楽部門 入選 関本　幸子 平成2年大学卒音楽教育学科作曲専攻　本大学院修士課程修了

第12回　日本演奏家コンクール

弦楽器部門　大学生の部

入選 鈴村　優介 大学3年次在学コントラバス専攻

入選 永嶋　美礼 大学3年次在学コントラバス専攻

ピアノ部門　中学生の部　 入選 木村　実春 附属江古田音楽教室在室　練馬区立旭丘中学校1年生

ピアノ部門　小学校高学年の部 第3位入賞 久保　美結 附属江古田音楽教室在室　白百合学園小学校5年生

第18回

ヤングアーチストピアノコンクール

ピアノ独奏部門　Dグループ 金賞受賞 京増　修史 附属江古田音楽教室在室　京華中学校2年生

ピアノ独奏部門　Aグループ　 銀賞受賞（金賞なし） 桑原　歩美 附属江古田音楽教室在室　お茶の水女子大学附属小学校1年生

ピアノ独奏部門　Bグループ

優秀奨励賞受賞 熊澤　由唯 附属入間音楽教室在室　東星学園小学校4年生

優秀奨励賞受賞 山口　由貴 附属入間音楽教室在室　入間市立黒須小学校4年生

第6回

エリーゼのためにピアノコンクール

E部門

大賞、E部門賞、エリ

ーゼのために賞受賞

田川　夏帆 附属江古田音楽教室在室　東京女学館高校2年生

C部門　 入選 髙津　紀子 附属江古田音楽教室在室

第13回　全国「叱られて」歌唱コンクール こどもの部 入賞 田村　茜 附属江古田音楽教室在室　星美学園小学校6年生

第64回　全日本学生音楽コンクール

全国大会　ピアノ部門　高校の部 入選

犬飼　まお 附属入間音楽教室在室　東星学園高等学校2年生
東京大会本選

ピアノ部門　高校の部

第3位入賞

東京大会本選

ピアノ部門　小学校の部　

入選 堀内　菜々子 附属江古田音楽教室在室　市原市立石塚小学校6年生

栄冠おめでとう！ （コンクール入賞者等） 　（前号までの未掲載分、順不同、敬称略、経歴は受賞時のもの）

武蔵野音楽学園創立80周年記念　ご寄附をいただいた方々
　学校法人武蔵野音楽学園では、創立80周年を記念して、福井直秋記念奨学基金、演奏活動特別基金の拡充を目的とする寄附金を募集しまし
たところ、下記の方々からご寄附をいただきました。ここにご芳名を掲載し、深く感謝の意を表します。 学校法人　武蔵野音楽学園
　※ご芳名（五十音順）は、2010年8月5日以降にご寄附いただいた方々です。勝手ながら掲載区分は当方で決めさせていただきました。何
卒ご了承ください。

平成23年度から大学別科再開とパルナソス  エミネンス（特修科）の募集停止

　平成23年度から、大学別科の募集を再開します。23年度の授業は江古田キャンパスで実施し、実技の個人レッスン（器楽・声楽・作
曲・指揮の4コース）と基礎的な関連科目（音楽理論、西洋音楽史）を開講します。
　入学資格は、高等学校卒業以上で、音楽の技術および知識のレベルアップを目指す幅広い年齢層を対象としています。
　入学試験は平成23年2月12日、13日です。詳細は別科入学試験要項をご参照ください。要項をご希望の方は、武蔵野音楽学園広
報企画室（TEL：03-3992-1125）に電話でお申し込みください。
　なお、本学パルナソス  エミネンス（特修科）は、別科にその教育機能を吸収するため、平成23年度からの募集を停止します。
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編 集 後 記

　2011年が幕を開けました。本年は、フ
ランツ・リスト生誕200年、グスタフ・マー
ラー没後100年にあたる年。武蔵野音楽
大学においては、4月から大学別科が開設
されます。またキャンパス・アイで紹介し
た音楽環境運営学科は設置から4年が経
ち、今春初めての卒業生を送り出します。
同学科が目指すのは、音楽芸術活動を力
強く支える人材の育成。いみじくも巻頭
では川村恒明先生が、オペラを例に芸術
文化をいかに発展させ、次代へ受け継い
でいくかというお話を披露してください
ました。皆さんにとっても、実り多き一
年になりますように（編）。

●表紙の顔

コンスタンティン・ガネフ教授＆
ジュリア・ガネヴァ教授

　両教授は、ご夫妻で1992年より武蔵野音楽
大学に着任して以来、熱心に指導に当たり、
優秀な学生を多数輩出しています。
　K.ガネフ教授は、ソフィア音楽院卒業、モ
スクワ音楽院でG.ネイガウスに師事。1956年
より演奏活動を開始、多くのブルガリア初演
を含む現代音楽作品、古典作品を演奏し高い
評価を得ています。音楽学者でもあり、多数
の本、論文、エッセイ等を出版し、本誌でも
興味深いコラムを連載中。J.ガネヴァ教授も
同じくモスクワ音楽院でG.ネイガウスに師事
し、在学中よりピアノ奏者として多くの演奏
会でオーケストラと共演。世界青少年フェス
ティヴァル「プラハの春」等、国際コンクール
で最優秀伴奏者として賞を受賞しています。
　また2人はピアノ・デュオの活動を30年間
続けており、豊かな知識と優れた感受性で、
常に世界のピアノデュオ界をリードし、ロシ
アをはじめヨーロッパ、アメリカ、日本等各
地で演奏し高い評価を得ています。音楽教育
者としても広く知られ、数多くの門下生が著
名なコンクールで入賞しています。
　現在、武蔵野音楽大学客員教授。

平成23年度学生・生徒募集
入学試験スケジュール



武蔵野音楽大学楽器博物館だより──

　磬は、仏教伝来とともに日本に伝えられた法具であ
り、その祖形は古く古代中国まで遡ることができる。
「磬」という漢字は、「石」と「 」を組み合わせて作ら
れたもので、「殳」には打つという意味があることから、
「打ち鳴らす石製の楽器」を表している。「磬」という字
源に表されている通り、中国の磬は、元来石製もしくは
玉
ぎょく

製であった。中国には古くから、楽器の素材によって
「金（金属）・石・竹・土・革・糸・木・匏」の8つに分ける独自
の楽器分類法「八

はちおん

音」があり、この中でも磬は金部では
なく石部に属されている。
　日本では銅製（鉄製の少数例もある）が一般的で鋳造
である。初期の頃には片面のみに装飾を施した片面磬
も見られたが、次第により華やかな両面磬が作られるよ
うになった。桴で打つために模られた中央部の撞

つき

座
ざ

お
よびその左右には、仏教と縁の深い蓮をモチーフとした
蓮華文や蓮唐草文、蓮池文の他、宝塔文、孔雀文、鳳凰
文など様々な装飾例が見られる。
　写真の楽器は、幕末から明治にかけて活躍した金工
師、秦蔵六（1823 ～ 1890）の長男で、2代目（1854 ～
1932）の作である。現行では一般的な連弧式山形を成

し て お り、
両面に葡萄
唐草文が施
されている。
初 代 蔵 六
は、孝明天
皇 の 銅 印、
徳川慶喜の
征夷大将軍
の金印の鋳
造を手がけ
たことでも
知 ら れ る。
2代目蔵六
は、初代の
作風を受け
継ぎ、明治6年（1873年）には、宮内省の命を受けて、
初代とともに明治天皇の御

ぎょ

璽
じ

・国
こく

璽
じ

を鋳造した。この
国璽は、3寸方形の金印で「大日本国璽」の5文字が刻
されており、現在も勲記に用いられているものである。
「蔵六」の名と鋳造技法は代々継承され、今日に至って
いる。

（武蔵野音楽大学楽器博物館所蔵）

磬
け い

2代目　秦蔵六作　日本　高さ75cm

携帯サイト
http://musaon.jp/
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